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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡を自動的に洗滌消毒する内視鏡洗滌消毒装置において、
　前記内視鏡が収容される、内視鏡収容口を有する洗滌消毒槽と、
　前記洗滌消毒槽内に配置可能であって、前記内視鏡を保持するとともに、前記洗滌消毒
槽と前記内視鏡との間に間隙を形成する保持網と、
　を具備し、
　前記保持網には目視可能な内視鏡位置規定部が配置されているとともに、前記内視鏡位
置規定部は、前記洗滌消毒槽の設定水位以下に配置されさらに前記洗滌消毒槽に収容され
た前記内視鏡の前記内視鏡収容口側の外表面以上の高さに配置されていることにより、前
記保持網に前記内視鏡を保持させる際には前記内視鏡位置規定部以下の高さに内視鏡を配
置可能であることを特徴とする内視鏡洗滌消毒装置。
【請求項２】
　前記内視鏡位置規定部は、前記保持網の前記内視鏡収容口側の先端部位であることを特
徴とする請求項１に記載の内視鏡洗滌消毒装置。
【請求項３】
　前記先端部位は、前記液体の前記設定水位以下の高さにおいて、前記液体の表面に対し
て平行に折り曲げられた部位を有していることを特徴とする請求項２に記載の内視鏡洗滌
消毒装置。
【請求項４】
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　前記保持網は、前記先端部位に一端が接続された蓋状の可動部材を含むことを特徴とす
る請求項２に記載の内視鏡洗滌消毒装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、洗滌消毒槽に収容され内視鏡保持部材に保持された内視鏡を自動的に洗滌消
毒する内視鏡洗滌消毒装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、洗滌消毒装置を用いて体腔内の検査や治療の目的に使用される内視鏡の洗滌処
理、及び消毒処理を行う場合、先ず、洗滌消毒装置本体（以下、単に装置本体と称す）の
洗滌消毒槽内に、使用済みの内視鏡を収容し、その後、設定位置にセッティングする。
【０００３】
　次いで、洗滌消毒槽の収容口に対し、蓋体であるトップカバーを閉成した後、処理開始
スイッチをＯＮする。すると、最初に洗滌工程が開始され、次いで消毒工程が開始される
。洗滌工程では、先ず、洗滌消毒槽内に洗滌液が供給される。そして、この洗滌液が設定
水位に達した後、洗滌が開始される。洗滌液は循環しており、その水流にて内視鏡が洗滌
される。
【０００４】
　洗滌工程終了後は、消毒工程において洗滌消毒槽に、洗滌液の供給と同様に、消毒液を
設定水位まで供給して内視鏡の消毒を行い、次いで、洗滌液の供給と同様にすすぎ水を供
給して、内視鏡のすすぎを行う。
【０００５】
　最後に乾燥工程において、内視鏡に、洗滌液及び消毒液の供給と同様に、コンプレッサ
等の送気装置を用いて高圧エアを設定時間供給することにより、内視鏡の除水、乾燥を促
進させて、一連の工程が終了する。
【０００６】
　このように、内視鏡を洗滌消毒することのできる内視鏡洗滌消毒装置は周知である。ま
た、洗滌消毒槽に、載置、収容された内視鏡を適切な位置で保持して内視鏡を確実に洗滌
消毒するとともに、洗滌消毒槽と内視鏡との間に間隙を設けることにより、洗滌消毒槽に
接触される内視鏡の外表面をも洗滌消毒することのできる保持網を設けた内視鏡洗滌消毒
装置も周知である。
【０００７】
　例えば、特許文献１には、載置、収容された内視鏡を適切な位置で保持できるとともに
、内視鏡と洗滌消毒槽との接触を最小限とすることができることにより、内視鏡の洗滌消
毒をより確実に行うことができる保持網を備えた内視鏡洗滌消毒装置が開示されている。
【特許文献１】特開平７－３０８２８９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　ところで、保持網に内視鏡を載置、収容する際、該載置及び収容は、ユーザにより行わ
れるため、保持網の適切な位置に載置、収容されない状態で内視鏡の洗滌消毒工程が開始
されてしまう場合があった。
【０００９】
　具体的には、ユーザは、内視鏡を保持網に載置する工程においては、洗滌消毒工程開始
後の洗滌消毒槽に貯留される洗滌液または消毒液等の液体の水位を、洗滌消毒工程前では
確認することができないため、内視鏡の外表面の一部を、液体の水位よりも高く位置させ
て、保持網に載置、セッティングしてしまう場合があった。
【００１０】
　この場合、洗滌消毒工程開始後、一旦、洗滌消毒工程を中止して、再度、内視鏡を適切



(3) JP 4624935 B2 2011.2.2

10

20

30

40

50

な位置にセッティングし直す必要があるため、大変煩雑であることから、作業性の向上が
望まれていた。
【００１１】
　本発明の目的は、上記事情に鑑みてなされたものであり、簡単な構成にて、洗滌消毒槽
の保持網に対する内視鏡の収容性を向上させることができるとともに、確実に内視鏡を洗
滌消毒することのできる構成を有する内視鏡洗滌消毒装置を提供するにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的を達成するため本発明による内視鏡洗滌消毒装置は、内視鏡を自動的に洗滌消
毒する内視鏡洗滌消毒装置において、前記内視鏡が収容される、内視鏡収容口を有する洗
滌消毒槽と、前記洗滌消毒槽内に配置可能であって、前記内視鏡を保持するとともに、前
記洗滌消毒槽と前記内視鏡との間に間隙を形成する保持網と、を具備し、前記保持網には
目視可能な内視鏡位置規定部が配置されているとともに、前記内視鏡位置規定部は、前記
洗滌消毒槽の設定水位以下に配置されさらに前記洗滌消毒槽に収容された前記内視鏡の前
記内視鏡収容口側の外表面以上の高さに配置されていることにより、前記保持網に前記内
視鏡を保持させる際には前記内視鏡位置規定部以下の高さに内視鏡を配置可能であること
を特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、簡単な構成にて、洗滌消毒槽の保持網に対する内視鏡の収容性を向上
させることができるとともに、確実に内視鏡を洗滌消毒することのできる構成を有する内
視鏡洗滌消毒装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。尚、以下に示す実施の形態にお
いては、内視鏡洗滌消毒装置は、２本の内視鏡を同時に洗滌消毒することのできる内視鏡
洗滌消毒装置を例に挙げて説明する。
【００１５】
（第１実施の形態）
　図１は、本実施の形態を示す内視鏡洗滌消毒装置の斜視図、図２は、図１のトップカバ
ーが開成され、洗滌消毒槽に２本の内視鏡が収納自在な状態を示す内視鏡洗滌消毒装置の
斜視図、図３は、図２の洗滌消毒槽に２本の内視鏡が収容された状態を示す、トップカバ
ーが開成された際の内視鏡洗滌消毒装置の上面図である。
【００１６】
　図１に示すように、内視鏡洗滌消毒装置１は、使用済みの２本の内視鏡（以下、２本の
内視鏡をそれぞれ内視鏡１００、１１０と称す）を、２本同時に洗滌、消毒する装置であ
り、洗滌装置本体（以下、単に装置本体と称す）２と、その上部に、例えば図示しない蝶
番を介して開閉自在に接続された蓋体であるトップカバー３とにより、主要部が構成され
ている。
【００１７】
　図１に示すように、トップカバー３が装置本体２に閉じられている状態では、装置本体
２とトップカバー３とは、装置本体２及びトップカバー３の互いに対向する位置に配設さ
れた、例えばラッチ８により、閉成後施錠される構成となっている。
【００１８】
　また、図１、図２に示すように、装置本体２の操作者が近接する図中前面（以下、前面
と称す）であって、例えば左半部の上部に、洗剤／アルコールトレー１１が、装置本体２
の前方へ引き出し自在に配設されている。
【００１９】
　洗剤／アルコールトレー１１には、内視鏡１００、内視鏡１１０を洗滌するに際し用い
る液体である洗剤が注入されたタンク１１ａ、及び洗滌消毒後の内視鏡１００を乾燥する
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際に用いられる液体であるアルコールが注入されたタンク１１ｂが収納されており、洗剤
／アルコールトレー１１が、引き出し自在なことにより、各タンク１１ａ，１１ｂに、所
定に液体が補充できるようになっている。
【００２０】
　尚、タンク１１ａに注入された洗剤は、図示しない給水フィルタにより濾過処理された
水道水により所定の濃度に希釈される濃縮洗剤である。尚、本実施の形態では、以下の説
明において、前記洗剤と前記水道水との混合液を洗滌液という。
【００２１】
　また、洗剤／アルコールトレー１１には、窓部１１ｍが設けられており、該窓部１１ｍ
により、各タンク１１ａ，１１ｂに注入されている洗剤及びアルコールの残量が操作者に
よって確認できるようになっている。
【００２２】
　また、装置本体２の前面であって、例えば右半部の上部に、カセットトレー１２が、装
置本体２の前方へ引き出し自在に配設されている。カセットトレー１２には、内視鏡１０
０、１１０を消毒する際に用いる、液体である、過酢酸等の消毒液となる主剤が注入され
たボトル１２ａと、主剤の緩衝剤が注入されたボトル１２ｂとが収納されており、カセッ
トトレー１２が、引き出し自在なことにより、ボトル１２ａ,１２ｂに、所定に液体が補
充できるようになっている。尚、本実施の形態では、以下の説明において、前記主剤と前
記緩衝剤との混合液を消毒液という。
【００２３】
　さらに、装置本体２の前面であって、カセットトレー１２の上部に、洗滌消毒時間の表
示や、消毒液を加温するための指示釦等が配設されたサブ操作パネル１３が配設されてい
る。
【００２４】
　また、装置本体２の図中前面の下部に、図１に示すように、装置本体２の上部に閉成さ
れたトップカバー３を、操作者の踏み込み操作により、図２に示すように、装置本体２の
上方に開成するためのペダルスイッチ１４が配設されている。
【００２５】
　また、装置本体２の上面の、例えば操作者が近接する前面側の図中右端寄りに、装置本
体２の洗滌，消毒動作スタートスイッチ、及び洗滌，消毒モード選択スイッチ等の設定ス
イッチ類が配設されたメイン操作パネル２５が設けられている。
【００２６】
　また、装置本体２の上面であって、操作者が近接する前面に対向する背面側に、装置本
体２に水道水を供給するための、水道蛇口に接続された給水ホース３１ａ（図３参照）が
接続される給水ホース接続口３１が配設されている。尚、給水ホース接続口３１には、水
道水を濾過するメッシュフィルタが配設されていてもよい。
【００２７】
　さらに、装置本体２の上面の略中央部に、上方に開口する内視鏡収容口２ｓをトップカ
バー３によって開閉される、図２に示すように、内視鏡１００、１１０が収容自在な洗滌
消毒槽４が設けられている。洗滌消毒槽４は、例えば槽本体５０と該槽本体５０の内視鏡
収容口の外周縁に連続して周設されたテラス部５１とにより構成されている。
【００２８】
　槽本体５０は、使用後の内視鏡１００、１１０が洗滌消毒される際、該内視鏡１００、
１１０が収容自在であり、槽本体５０の槽内の面である底面５０ｔには、槽本体５０に供
給された流体である、洗滌液，水，消毒液等を、槽本体５０から排水するための排水口５
５が設けられている。
【００２９】
　また、槽本体５０の槽内の面である周状の側面５０ｓの任意の位置に、槽本体５０に供
給された洗滌液，水，消毒液等を、槽本体５０から内視鏡１００、１１０の内部に配設さ
れた各管路に供給する、後述する給水循環ノズル２４から槽本体５０に再度上記液体を供
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給するための循環口５６が設けられている。尚、循環口５６には、洗滌液，水，消毒液等
を濾過するフィルタが設けられていても良い。
【００３０】
　また、この循環口５６は、槽本体５０の底面５０ｔに設けられていてもよい。循環口５
６が槽本体５０の底面５０ｔに設けられていれば、より早く水没するため、内視鏡１００
の各管路、または再度槽本体５０への、洗滌液，水，消毒液等の供給タイミングを早める
ことができる。さらに、使用者が循環口５６に設けられたフィルタ等を交換するに際し、
底面に設けられていると、操作者がアプローチしやすくなるといった利点がある。
【００３１】
　また、洗滌消毒槽４の槽本体５０の底面５０ｔの略中央には、内視鏡洗滌消毒装置１の
図示しない内部の給水管路に消毒液を供給し、この給水管路を消毒する給水管路消毒用ポ
ート７が配設されている。
【００３２】
　さらに、槽本体５０の底面５０ｔの略中央には、内視鏡１００、１１０の各スコープス
イッチ等の釦類、鉗子栓等を収容して、該釦類及び鉗子栓等を、内視鏡１００、１１０と
共に、洗滌消毒するための洗滌ケース６が配設されている。
【００３３】
　また、槽本体５０の底面５０ｔの洗滌ケース６、給水管路消毒用ポート７を囲む位置に
、図３に示すように、平面上、略環状の内視鏡保持部材である保持網６０が配設自在とな
っている。保持網６０は、洗滌消毒槽４に配置された際、載置された内視鏡１００、１１
０を保持して、洗滌消毒に適切な位置に内視鏡１００、１１０をセッティングする。
【００３４】
　また、保持網６０は、内視鏡１００、１１０を保持後、該内視鏡１００、１１０と底面
５０ｔとの間に間隙を形成することにより、洗滌消毒の際、内視鏡１００、１１０の底面
５０ｔに対向する外表面の部位、即ち、保持網６０を用いない際、底面５０ｔに接触する
外表面の部位を確実に洗滌消毒させるためのものである。尚、保持網６０については、後
に詳しく説明する。
【００３５】
　槽本体５０の側面５０ｓの任意の位置に、槽本体５０に供給された洗滌液、水、消毒液
等の液体の水位を検出し、液体を洗滌消毒槽４において、後述する設定水位９０（図６参
照）まで確実に供給するためのカバー付き水位センサ３２が設けられている。
【００３６】
　洗滌消毒槽４のテラス部５１は、斜め上方に指向する傾斜面、具体的には、槽本体５０
の、例えば底面５０ｔに対して、規定の角度傾斜した周状のテラス面５１ｔを有して形成
されている。
【００３７】
　テラス部５１のテラス面５１ｔ以外の面、即ち槽本体５０の底面５０ｔと平行な面５１
ｆに、槽本体５０に対し、洗剤タンク１１ａから、後述する洗剤供給ポンプ４０（図４参
照）により、洗滌液を供給するための洗剤ノズル２２が配設されている。尚、洗剤ノズル
２２は、テラス面５１ｔに配設されていても良い。
【００３８】
　また、テラス部５１のテラス面５１ｔに、図示しない薬液タンク５８から、槽本体５０
に消毒液を供給するための消毒液ノズル２３が配設されている。
【００３９】
　さらに、テラス面５１ｔに、槽本体５０に対し、洗滌、あるいはすすぎに使用する水を
供給する、または槽本体５０の循環口５６から吸引した洗滌液，水，消毒液等を、再度槽
本体５０に供給するための給水循環ノズル２４が配設されている。尚、消毒液ノズル２３
、給水循環ノズル２４は、平行な面５１ｆに配設されていてもよい。
【００４０】
　また、テラス部５１のテラス面５１ｔの操作者用操作位置４ｋに対向する側に、第１の
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内視鏡１００及び第２の内視鏡１１０の内部に設けられた後述する各管路に、洗滌液，水
，アルコール，消毒液、またはエア等の流体（以下、まとめて単に流体と称す）を供給す
るための２つのポート３３ａ、３３ｂからなる送気送水／鉗子口用ポート３３と、２つの
ポート３４ａ、３４ｂからなる副送水／鉗子起上用ポート３４と、２つの漏水検知用ポー
ト３５とが配設されている。尚、各ポート３３～３５の個数は、上述した個数に限定され
ない。
【００４１】
　次に、上述した保持網６０の構成について、図４～図６を用いて説明する。図４は、図
３の保持網の拡大平面図、図５は、図４の保持網の側面図、図６は、洗滌消毒槽に配置さ
れた図４の保持網に２本の内視鏡を載置し洗滌消毒槽に液体を供給した後の、液体の水位
に対する保持網と２本の内視鏡の操作部との高さ方向の位置を部分的に示す図である。
【００４２】
　図４に示すように、保持網６０は、例えば、細長な針金部材から形成されており、平面
上環状の環状載置部６１と、該環状載置部６１の一部から、環状載置部６１の外周方向に
、平面上２本延出して形成された延出載置部６２とにより主要部が構成されている。
【００４３】
　保持網６０は、洗滌消毒槽４の槽本体５０において、延出載置部６２が、装置本体２の
背面側、即ち、各ポート３３～３５が配置された側に配置されるとともに、環状載置部６
１が、洗滌ケース６、給水管路消毒用ポート７を囲む位置に配置される。
【００４４】
　環状載置部６１には、内視鏡１００、１１０の挿入部１０２、１１２、ユニバーサルコ
ード１０３、１１３が巻回されて載置される。
【００４５】
　環状載置部６１には、保持網６０を槽本体５０に配置後、図５に示すように、底部６１
ｋｓの平面上の外周から所定の高さを有して内視鏡収容口２ｓ側（以下、上方と称す）に
延出して位置する、複数の突出部材６１ａ等が形成されている。
【００４６】
　複数の突出部材６１ａの突出の先端部位６１ａｓは、内視鏡１００、１１０の挿入部１
０２、１１２、ユニバーサルコード１０３、１１３の保持部材側収容口６１ｎを構成して
いる。
【００４７】
　尚、図４に示すように、環状載置部６１の内周円部の領域６１ｓに、洗滌ケース６が載
置される平面上環状の洗滌ケース載置部６１ｔが、環状載置部６１に接続されて形成され
ている。
【００４８】
　延出載置部６２は、操作部用延出載置部６２ｖとコネクタ部用延出載置部６２ｗとによ
り構成されており、操作部用延出載置部６２ｖには、内視鏡１００、１１０の操作部１０
１、１１１が載置され、コネクタ部用延出載置部６２ｗには、ユニバーサルコード１０３
、１１３の先端に接続されたコネクタ部４９、１４９が載置される。
【００４９】
　操作部用延出載置部６２ｖとコネクタ部用延出載置部６２ｗとは、図５に示すように、
底部６２ｖｓ、６２ｗｓが、環状載置部６１の底部６１ｋｓよりも高さ方向に低く位置す
るよう、環状載置部６１に接続されている。
【００５０】
　また、操作部用延出載置部６２ｖには、保持網６０を槽本体５０に配置した際、底部６
２ｖｓからそれぞれ所定の高さを有して上方に延出して位置する、例えば２本の突出部材
６２ｈ、６２ｉが形成されている。
【００５１】
　さらに、コネクタ部用延出載置部６２ｗには、保持網６０を槽本体５０に配置後、底部
６２ｗｓから所定の高さを有して上方に延出して位置する、例えば２本の突出部材６２ｊ
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が形成されている。
【００５２】
　２本の突出部材６２ｈ、６２ｉの突出の先端部位６２ｈｓ、６２ｉｓは、内視鏡１００
、１１０の操作部１０１、１１１の保持部材側収容口６２ｍを構成しており、２本の突出
部材６２ｊの各先端部位６２ｊｓは、内視鏡１００、１１０のコネクタ部４９、１４９の
保持部材側収容口６２ｐを構成している。
【００５３】
　尚、突出部材６２ｉの先端部位６２ｉｓは、保持網６０を槽本体５０に配置した際、図
５に示すように、他の先端部位６１ａｓ、６２ｈｓ、６２ｊｓよりも、槽本体５０の底面
５０ｔから高く位置するよう形成されている。
【００５４】
　また、保持網６０を槽本体５０に配置した際の突出部材６２ｉの突出の先端部位６２ｉ
ｓの槽本体５０の底面５０ｔからの高さが、図６に示すように、洗滌消毒槽４に洗滌液ま
たは消毒液等の液体が貯留された際、該貯留された液体の洗滌消毒槽４における設定水位
９０と同じか、設定水位９０以下に位置されるよう、突出部材６２ｉは形成されている。
【００５５】
　次に、このように構成された本実施の形態の作用について、上述した図１～図６を用い
て説明する。
【００５６】
　使用後の内視鏡１００、１１０を洗滌消毒する際は、洗滌消毒槽４の槽本体５０におい
て、保持網６０の延出載置部６２を、装置本体２の背面側に配置するとともに、環状載置
部６１を、洗滌ケース６、給水管路消毒用ポート７を囲む位置に配置する。
【００５７】
　次いで、保持網６０の洗滌ケース載置部６１ｔに洗滌ケース６を載置する。その後、内
視鏡１００、１１０の操作部１０１、１１１を延出載置部６２の操作部用延出載置部６２
ｖに載置し、内視鏡１００、１１０の挿入部１０２、１１２、ユニバーサルコード１０３
、１１３を、環状載置部６１に巻回して載置する。また、コネクタ部４９、１４９を、延
出載置部６２のコネクタ部用延出載置部６２ｗに載置する。
【００５８】
　操作部１０１、１１１を、延出載置部６２の操作部用延出載置部６２ｖに載置する際は
、図６に示すように、操作部１０１、１１１の上側の外表面１０１ｇ、１１１ｇを、操作
部用延出載置部６２ｖの突出部材６２ｉの先端部位６２ｉｓと、槽本体５０の底面５０ｔ
から同じ高さ、または操作部用延出載置部６２ｖの突出部材６２ｉの先端部位６２ｉｓよ
りも低い高さに、見比べてセッティングさせる。
【００５９】
　尚、突出部材６２ｉには、図６に示すように、指標９１が設けられているため、ユーザ
は、操作部１０１、１１１を載置する際、見比べる基準とする先端部位６２ｉｓを容易に
認識することができるようになっている。
【００６０】
　先端部位６２ｉｓは、洗滌消毒槽４に液体が貯留された際、該液体の洗滌消毒槽４にお
ける設定水位９０と同じ高さか、設定水位９０以下の高さに位置されるように形成されて
いるため、先端部位６２ｉｓ以下の高さに載置された内視鏡１００、１１０の操作部１０
１、１１１の外表面１０１ｇ、１１１ｇは、洗滌消毒工程開始後、確実に、設定水位９０
以下に位置される。つまり、液体中に浸漬される。
【００６１】
　また、上述したように、先端部位６２ｉｓは、保持網６０を槽本体５０に配置した際、
他の先端部位６１ａｓ、６２ｈｓ、６２ｊｓよりも、槽本体５０の底面５０ｔから高く位
置するよう形成されていることから、内視鏡１００、１１０の全ての上側の外表面の部位
を、先端部位６２ｉｓと同じ高さか先端部位６２ｉｓより低く位置させれば、操作部１０
１、１１１の外表面１０１ｇ、１１１ｇばかりか、内視鏡１００、１１０全体は、洗滌消
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毒工程開始後、確実に、設定水位９０以下に位置される、即ち液体中に浸漬される。
【００６２】
　よって、この場合、先端部位６２ｉｓは、本発明における洗滌消毒槽４に収容された内
視鏡１００、１１０の上側の外表面を、設定水位９０と同じ高さまたは設定水位９０以下
の高さに位置させる基準となる内視鏡位置規定手段を構成している。
【００６３】
　その後、図３に示すように、送気送水／鉗子口用ポート３３ａに流入側接続口１５０ｃ
が接続された、流出側が２股に分岐された、例えばＹ字状の分岐チューブ１５０の流出側
接続口１５０ａを、内視鏡１００の内部に配設された送気送水管路の、操作部１０１の外
表面における管路接続口９８に接続する。
【００６４】
　また、分岐チューブ１５０の流出側接続口１５０ｂを、内視鏡１００の内部に配設され
た吸引管路を兼ねた処置具挿通用管路の、操作部１０１の外表面における管路接続口９９
に接続する。
【００６５】
　さらに、送気送水／鉗子口用ポート３３ｂに流入側接続口１５１ｃが接続された、流出
側が２股に分岐された、例えばＹ字状の分岐チューブ１５１の流出側接続口１５１ａを、
内視鏡１１０の内部に配設された送気送水管路の、操作部１１１の外表面における管路接
続口１９８に接続する。
【００６６】
　また、分岐チューブ１５１の流出側接続口１５１ｂを、内視鏡１１０の内部に配設され
た吸引管路を兼ねた処置具挿通用管路の、操作部１１１の外表面における管路接続口１９
９に接続する。
【００６７】
　尚、内視鏡１００、１１０が、それぞれ副送水／鉗子起上用管路を有している場合には
、副送水／鉗子起上用ポート３４ａに一端が接続された洗滌チューブの他端を、内視鏡１
００の副送水／鉗子起上用管路の管路接続口に接続する。また、副送水／鉗子起上用ポー
ト３４ｂに一端が接続された洗滌チューブの他端を、内視鏡１１０の副送水／鉗子起上用
管路の管路接続口に接続する。
【００６８】
　さらに、図３に示すよう、それぞれ、一方の漏水検知用ポート３５に一端が接続された
洗滌チューブの他端を、内視鏡１００のコネクタ部４９の漏水検知用の接続口９７に接続
し、他方の漏水検知用ポート３５に一端が接続された洗滌チューブの他端を、内視鏡１１
０のコネクタ部１４９の漏水検知用の接続口１９７に接続する。
【００６９】
　次いで、図１に示すように、トップカバー３を、装置本体２に対して閉成することによ
り、洗滌消毒槽４の槽本体５０の内視鏡収容口２ｓをトップカバー３により閉成する。
【００７０】
　その後、内視鏡洗滌消毒工程をスタートすると、洗滌消毒槽４において、水位センサ３
２により、洗滌液が設定水位９０まで満たされて、上述したように、先端部位６２ｉｓと
同じ高さか先端部位６２ｉｓよりも低くなるよう保持網６０に載置された内視鏡１００、
１１０が、洗浄液に完全に浸漬される。その後、内視鏡１００、１１０の各外表面及び各
管路内が洗滌される。
【００７１】
　次いで、洗滌消毒槽４に消毒液が設定水位９０まで満たされて、上述したように、先端
部位６２ｉｓと同じ高さか先端部位６２ｉｓよりも低くなるよう保持網６０に載置された
内視鏡１００、１１０が消毒液に完全に浸漬された後、内視鏡１００、１１０の各外表面
及び各管路内が消毒される。尚、この洗滌処理または消毒処理は周知であるため、その詳
しい説明は省略する。
【００７２】
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　また、その他の内視鏡洗滌消毒装置を用いた洗滌または消毒処理における作用も周知で
あるため、その説明は省略する。
【００７３】
　このように、本実施の形態においては、洗滌消毒槽４に保持網６０を配置した際、延出
載置部６２の操作部用延出載置部６２ｖの突出部材６２ｉの先端部位６２ｉｓを、洗滌消
毒槽４に貯留された液体の設定水位９０と同じ高さか、設定水位９０以下の高さに槽本体
５０の底面５０ｔから位置するよう形成した。また、先端部位６２ｉｓは、他の先端部位
６１ａｓ、６２ｈｓ、６２ｊｓよりも、槽本体５０の底面５０ｔから高く位置するよう形
成した。
【００７４】
　このことによれば、ユーザは、洗滌消毒工程開始前に、内視鏡１００、１１０を保持網
６０に載置する際、操作部１０１、１１１の外表面１０１ｇ、１１１ｇを、指標９１が設
けられた突出部材６２ｉの先端部位６２ｉｓよりも低く位置させるよう見比べて載置、セ
ッティングすることで、外表面１０１ｇ、１１１ｇを、洗滌消毒工程開始後、確実に液体
中に浸漬させることができる。
【００７５】
　また、挿入部１０２、１１２、ユニバーサルコード１０３、１１３、コネクタ部４９、
１４９の上側の外表面を、先端部位６２ｉｓよりもそれぞれ低く位置させるよう載置する
ことで、各外表面を、洗滌消毒工程開始後、確実に液体中に浸漬させることができる。即
ち、内視鏡１００、１１０全体が、確実に液体中に浸漬するよう、洗滌消毒工程開始前に
、内視鏡１００、１１０を保持網６０にセッティングすることができる。
【００７６】
　このことから、先端部位６２ｉｓのみをセッティングの基準とする簡単な構成にて、内
視鏡１００、１１０全体を洗滌消毒槽４において設定水位９０まで貯留された液体中に確
実に浸漬させることができることから、洗滌消毒槽４の保持網６０に対する内視鏡１００
、１１０の収容性を向上させることができるとともに、確実に内視鏡１００、１１０を洗
滌消毒することのできる構成を有する内視鏡洗滌消毒装置１を提供することができる。
【００７７】
　尚、以下、変形例を示す。本実施の形態においては、２本の内視鏡１００、１１０を洗
滌消毒槽４に配置された保持網６０に載置、セッティングする場合を例に挙げて示したが
、これに限らず、１本の内視鏡のみを保持網６０に載置、セッティングする場合であって
も、本実施の形態と同様の効果を得ることができる。
【００７８】
　また、本実施の形態においては、内視鏡１００、１１０を、液体中に確実に浸漬させる
ためのセッティングの基準として、突出部材６２ｉの先端部位６２ｉｓ、１つのみを例に
挙げて示したが、セッティングの基準は、保持網６０にいくつ設けてもよいということは
、云うまでもない。
【００７９】
　また、以下、別の変形例を示す。図７は、図６の操作部用延出載置部の突出部材の先端
部位の形状の変形例を示す図である。
【００８０】
　図７に示すように、保持網６０の延出載置部６２の操作部用延出載置部６２ｖの突出部
材６２ｉの先端部位６２ｉｓは、洗滌消毒槽４における設定水位９０と同じ高さ、または
設定水位９０以下の高さにおいて、洗滌消毒槽４に貯留される液体の表面に対し平行に折
り曲げられた部位６２ｉｓｈを有していてもよい。
【００８１】
　このことによれば、部位６２ｉｓｈは、液体の表面と平行に形成されているため、ユー
ザは、内視鏡１００、１１０を洗滌消毒槽４に配置された保持網６０に載置する際、設定
水位９０の位置を、本実施の形態よりもより確実に視認することができることから、先端
部位６２ｉｓ以下に、確実に、内視鏡１００、１１０をセッティングすることができる。
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【００８２】
　尚、以下、さらに別の変形例を示す。図８は、図４の操作部用延出載置部の突出部材の
先端部位に、可動部材が接続された変形例を示す図、図９は、図４の操作部用延出載置部
の突出部材の先端部位に、蓋体が開閉自在な変形例を示す図である。
【００８３】
　上述した、本実施の形態においては、ユーザは、保持網６０の延出載置部６２の操作部
用延出載置部６２ｖの突出部材６２ｉの先端部位６２ｉｓをセッティングの基準にして、
内視鏡１００、１１０を、保持網６０に載置すると示した。
【００８４】
　これに限らず、図８に示すように、例えば、延出載置部６２の突出部材６２ｈの先端部
位６２ｈｓ、突出部材６２ｊの先端部位６２ｊｓ、環状載置部６１の突出部材６１ａの先
端部位６１ａｓを、先端部位６２ｉｓと槽本体５０の底面５０ｔから同じ高さとなるよう
形成し、該先端部位６２ｈｓに、上述した各先端部位により形成される保持部材側収容口
６１ｎ、６２ｍ、６２ｐに対し開閉自在な可動部材６５の一端を接続することにより、可
動部材６５を、内視鏡１００、１１０を保持網６０に載置する際の上述したセッティング
の基準としてもよい。
【００８５】
　尚、この場合は、先端部位６２ｉｓ、６２ｈｓ、６２ｊｓ、６１ａｓは、洗滌消毒槽４
において、上述した実施の形態に示す、洗滌消毒槽４に貯留された液体の設定水位９０と
同じ高さ、または設定水位９０以下の高さに位置するように形成されている。
【００８６】
　具体的には、可動部材６５は、保持部材側収容口６１ｎ、６２ｍ、６２ｐに閉成された
際、即ち、保持網６０の各突出部材６２ｉ、６２ｈ、６２ｊ、６１ａの各先端部位６２ｉ
ｓ、６２ｈｓ、６２ｊｓ、６１ａｓに保持された際、洗滌消毒槽４に貯留された液体の設
定水位９０と同じ高さ、または設定水位９０以下の高さにおいて、液体の表面に対し平行
に位置する。
【００８７】
　よって、内視鏡１００、１１０を保持網６０に載置した後、可動部材６５を閉成して保
持部材側収容口６１ｎ、６２ｍ、６２ｐを閉成するのみで、ユーザは、洗滌消毒工程開始
前に、内視鏡１００、１１０全体を、確実に、可動部材６５と同じ高さか可動部材６５以
下の高さに、即ち、設定水位９０と同じ高さか設定水位９０以下の高さに、上述したセッ
ティングの基準となる先端部位６２ｉｓと内視鏡１００、１１０の位置とを見比べること
なく、槽本体５０の底面５０ｔから位置させることができる。
【００８８】
　よって、可動部材６５を閉成する容易かつ簡単な構成にて、洗滌消毒工程開始後、内視
鏡１００、１１０全体を液体中に浸漬させることができることから、洗滌消毒槽４の保持
網６０に対する内視鏡１００、１１０の収容性を、本実施の形態よりも容易に向上させる
ことができるとともに、確実に内視鏡１００、１１０を洗滌消毒することのできる構成を
有する内視鏡洗滌消毒装置１を提供することができる。
【００８９】
　このことから、可動部材６５は、本発明における洗滌消毒槽４に収容された内視鏡１０
０、１１０の上側の外表面を、設定水位９０と同じ高さまたは設定水位９０以下の高さに
位置させる基準となる内視鏡位置規定手段を構成している。
【００９０】
　また、保持部材側収容口６１ｎ、６２ｍ、６２ｐに対し開閉自在な部材は、突出部材６
２ｈの先端部位６２ｈｓに一端が接続された可動部材６５に限らず、図９に示すように、
保持部材側収容口６１ｎ、６２ｍ、６２ｐに対し蓋体６６を開閉自在にすることにより、
蓋体６６を、内視鏡１００、１１０を保持網６０に載置する際の上述したセッティングの
基準としてもよい。
【００９１】
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　具体的には、蓋体６６は、保持部材側収容口６１ｎ、６２ｍ、６２ｐに閉成された際、
即ち、保持網６０の各突出部材６２ｉ、６２ｈ、６２ｊ、６１ａの各先端部位６２ｉｓ、
６２ｈｓ、６２ｊｓ、６１ａｓに保持された際、洗滌消毒槽４に貯留された液体の設定水
位９０と同じ高さ、または設定水位９０以下の高さにおいて、液体の表面に対し平行に位
置する。
【００９２】
　よって、内視鏡１００、１１０を保持網６０に載置した後、蓋体６６を閉成して保持部
材側収容口６１ｎ、６２ｍ、６２ｐを閉成するのみで、ユーザは、洗滌消毒工程開始前に
、内視鏡１００、１１０全体を、確実に、蓋体６６と同じ高さか蓋体６６以下の高さに、
即ち、設定水位９０と同じ高さか設定水位９０以下の高さに、上述したセッティングの基
準となる先端部位６２ｉｓと内視鏡１００、１１０の位置とを見比べることなく、槽本体
５０の底面５０ｔから位置させることができる。
【００９３】
　よって、蓋体６６を閉成する容易かつ簡単な構成にて、洗滌消毒工程開始後、内視鏡１
００、１１０を洗滌消毒槽４において設定水位９０まで貯留された液体中に浸漬させるこ
とができることから、洗滌消毒槽４の保持網６０に対する内視鏡１００、１１０の収容性
を、本実施の形態よりも容易に向上させることができるとともに、確実に内視鏡１００、
１１０を洗滌消毒することのできる構成を有する内視鏡洗滌消毒装置１を提供することが
できる。
【００９４】
　このことから、蓋体６６も、本発明における洗滌消毒槽４に収容された内視鏡１００、
１１０の上側の外表面を、設定水位９０と同じ高さまたは設定水位９０以下の高さに位置
させる基準となる内視鏡位置規定手段を構成している。
【００９５】
（第２実施の形態）
　図１０は、本実施の形態の内視鏡洗滌消毒装置の洗滌消毒槽の槽本体に、２本の内視鏡
を載置した状態を示す部分斜視図である。
【００９６】
　尚、本実施の形態は、上述した第１実施の形態と比して、洗滌消毒工程開始前に、内視
鏡１００、１１０を、洗滌消毒槽４において、該洗滌消毒槽４に貯留される液体の設定水
位９０以下に確実に収容させるセッティングのための基準となるものを、保持網６０では
なく槽本体５０に設ける点のみが異なる。よって、この相違点のみを説明し、第１実施の
形態と同様の構成には同じ符号を付し、その説明は省略する。また、本実施の形態におい
ても、２本の内視鏡を同時に洗滌消毒することのできる内視鏡洗滌消毒装置を例に挙げて
説明する。
【００９７】
　図１０に示すように、洗滌消毒槽４の槽本体５０の槽内の面である周状の側面５０ｓに
、周状の指標８０が、例えば側面５０ｓに凹凸を形成することにより、または側面５０ｓ
にラインを印刷することにより形成されている。
【００９８】
　指標８０は、洗滌消毒の際、洗滌消毒槽４に貯留される液体の設定水位９０と同じ高さ
、または設定水位９０以下の高さにおける、槽本体５０の底面５０ｔからの側面５０ｓの
位置において、洗滌消毒槽４に貯留される液体の表面に対し平行となるよう形成されてい
る。
【００９９】
　このように、槽本体５０の側面５０ｓの設定水位９０と同じ高さ、または設定水位９０
以下の高さにおいて、指標８０が形成されておれば、ユーザは、洗滌消毒工程開始前に、
内視鏡１００、１１０を、洗滌消毒槽４に収容する際、内視鏡１００、１１０の上側の外
表面が、指標８０以下となる位置に見比べてセッティングすれば、確実に、洗滌消毒工程
開始後、内視鏡１００、１１０全体を、洗滌消毒槽４に貯留された液体に浸漬させること
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ができる。
【０１００】
　よって、槽本体５０の側面５０ｓに指標８０を形成する簡単な構成にて、内視鏡１００
、１１０を洗滌消毒槽４において設定水位９０まで貯留された液体中に浸漬させることが
できることから、洗滌消毒槽４の保持網６０に対する内視鏡１００、１１０の収容性を向
上させることができるとともに、確実に内視鏡１００、１１０を洗滌消毒することのでき
る構成を有する内視鏡洗滌消毒装置１を提供することができる。
【０１０１】
　このことから、指標８０は、本発明における洗滌消毒槽４に収容された内視鏡１００、
１１０の上側の外表面を、設定水位９０と同じ高さまたは設定水位９０以下の高さに位置
させる基準となる内視鏡位置規定手段を構成している。
【０１０２】
　尚、本実施の形態は、洗滌消毒槽４に保持網６０を配置する場合と配置しない場合との
双方に適用することができる。
【０１０３】
　また、本実施の形態においても、洗滌消毒槽４に貯留される液体の設定水位９０以下に
確実に収容させるセッティングの基準となるものを、上述した第１実施の形態に示したよ
うに、保持網６０にさらに設けてもよいことは勿論である。
【０１０４】
　さらに、本実施の形態においても、２本の内視鏡１００、１１０を洗滌消毒槽４に配置
された保持網６０に載置、セッティングする場合を例に挙げて示したが、これに限らず、
１本の内視鏡のみを保持網６０に載置、セッティングする場合であっても、本実施の形態
と同様の効果を得ることができる。
【０１０５】
　尚、以下、変形例を示す。図１１は、図１０に示した指標の変形例を、洗滌消毒槽の槽
本体に、２本の内視鏡を載置した状態において示す部分斜視図、図１２は、図１１の帯状
部材を洗滌消毒槽に設ける構成を示す部分拡大斜視図である。
【０１０６】
　本実施の形態においては、指標８０は、槽本体５０の側面５０ｓに凹凸を形成すること
により、または側面５０ｓにラインを印刷することにより形成されていると示した。
【０１０７】
　これに限らず、図１１に示すように、指標８０を帯状部材または糸状部材から構成し、
例えば帯状部材を、洗滌消毒の際、洗滌消毒槽４に貯留される液体の設定水位９０と同じ
高さ、または設定水位９０以下の高さにおける、対向する２つの側面５０ｓ間の位置にお
いて、洗滌消毒槽４に貯留される液体の表面に対し平行となるよう緊張させて設けてもよ
い。尚、以下、帯状部材にも、符号８０を付す。
【０１０８】
　具体的には、図１２に示すように、槽本体５０の側面５０ｓの洗滌消毒槽４に貯留され
る液体の設定水位９０と同じ高さ、または設定水位９０以下の高さの位置に、スライド溝
５０ｍを設けるとともに、スライド溝５０ｍが設けられた側面５０ｓと対向する側面５０
ｓにおいて、スライド溝５０ｍと同じ高さに、帯状部材８０が巻き付けられたロール部材
８０ｒを設ける。
【０１０９】
　このような構成によれば、ロール部材８０ｒから送り出された帯状部材８０の先端の嵌
合部材８０ｓが、スライド溝５０ｍにスライド嵌入されることにより、帯状部材８０を、
洗滌消毒槽４において、洗滌消毒槽４に貯留される液体の設定水位９０と同じ高さ、また
は設定水位９０以下の高さに、貯留される液体の表面と平行に緊張した状態で設けること
ができる。
【０１１０】
　よって、ユーザは、洗滌消毒工程開始前に、内視鏡１００、１１０を緊張した状態で設
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けた帯状部材８０よりも低く洗滌消毒槽４にセッティングすることにより、本実施の形態
と同様の効果を得ることができる。また、このことは、指標を糸状部材で構成した場合も
同様である。
【０１１１】
　尚、内視鏡１００、１１０をセッティングした後は、嵌合部材８０ｓをスライド溝５０
ｍから抜去することにより、帯状部材８０は、自動的にロール部材８０ｒに巻き付けられ
収納されることから、帯状部材８０が、洗滌工程開始後の妨げとなることがない。
【０１１２】
　尚、以下、別の変形例を示す。図１３は、内視鏡を洗滌消毒槽の槽本体の底面に固定さ
れたフックに係止させた状態を示す図である。
【０１１３】
　本実施の形態においては、洗滌消毒槽４に設けられる内視鏡位置規定手段としては、指
標８０を例に挙げて示したが、内視鏡を洗滌消毒槽４において貯留された液体中に完全に
浸漬させる手段としては、槽本体５０の底面５０ｔに設けられたフックであっても構わな
い。尚、以下に示す図１３においては、内視鏡を１本のみ洗滌消毒槽４の槽本体５０に収
容する場合を例に挙げて説明する。
【０１１４】
　具体的には、図１３に示すように、洗滌消毒槽４の槽本体５０の底面５０ｔに、上側に
対して逆Ｌ字状に延出する係止部材である、複数のフック８８が固定されている。
【０１１５】
　複数のフック８８は、洗滌消毒槽４に収容された内視鏡１００の挿入部１０２、ユニバ
ーサルコード１０３を、槽本体５０の底面５０ｔに部分的に接触させるための台座８８ａ
と、台座８８ａから上方に延出する延出部８８ｂと、該延出部８８ｂの、槽本体５０に貯
留される液体の設定水位９０と同じ高さ、または設定水位９０以下の高さに位置する延出
端から液体に対し略平行に延出する係止部８８ｃとによりそれぞれ構成されている。
【０１１６】
　このような構成によれば、ユーザは、内視鏡１００を洗滌消毒槽４に収容する際、複数
のフック８８の各台座８８ａに挿入部１０２、ユニバーサルコード１０３を載置するとと
もに、挿入部１０２、ユニバーサルコード１０３の上側の外表面を、フック８８の各係止
部８８ｃに係止させることにより、確実に、洗滌消毒工程開始前に、内視鏡１００を、設
定水位９０以下に位置させることができる。即ち、内視鏡１００を、洗滌消毒工程開始後
、洗滌消毒槽４に貯留された液体中に確実に浸漬させることができる本実施の形態と同様
の効果を得ることができる。
【０１１７】
　よって、フック８８は、本発明における洗滌消毒槽４に収容された内視鏡１００、１１
０の上側の外表面を、設定水位９０と同じ高さまたは設定水位９０以下の高さに位置させ
る内視鏡位置規定手段を構成している。
【０１１８】
　また、このような構成によれば、係止部８８ｃが、内視鏡１００を液体中に浸漬させた
後、該内視鏡１００に作用する浮力に起因する内視鏡１００の浮きを防止することができ
る。
【０１１９】
　尚、以上のことは、内視鏡が２本、洗滌消毒槽４に収容される場合であっても同様であ
る。
【図面の簡単な説明】
【０１２０】
【図１】本実施の形態を示す内視鏡洗滌消毒装置の斜視図。
【図２】図１のトップカバーが開成され、洗滌消毒槽に２本の内視鏡が収納自在な状態を
示す内視鏡洗滌消毒装置の斜視図。
【図３】図２の洗滌消毒槽に２本の内視鏡が収容された状態を示す、トップカバーが開成
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された際の内視鏡洗滌消毒装置の上面図。
【図４】図３の保持網の拡大平面図。
【図５】図４の保持網の側面図。
【図６】洗滌消毒槽に配置された図４の保持網に２本の内視鏡を載置し洗滌消毒槽に液体
を供給した後の、液体の水位に対する保持網と２本の内視鏡の操作部との高さ方向の位置
を部分的に示す図。
【図７】図６の操作部用延出載置部の突出部材の先端部位の形状の変形例を示す図。
【図８】図４の操作部用延出載置部の突出部材の先端部位に、可動部材が接続された変形
例を示す図。
【図９】図４の操作部用延出載置部の突出部材の先端部位に、蓋体が開閉自在な変形例を
示す図。
【図１０】本実施の形態の内視鏡洗滌消毒装置の洗滌消毒槽の槽本体に、２本の内視鏡を
載置した状態を示す部分斜視図。
【図１１】図１０に示した指標の変形例を、洗滌消毒槽の槽本体に、２本の内視鏡を載置
した状態において示す部分斜視図。
【図１２】図１１の帯状部材を洗滌消毒槽に設ける構成を示す部分拡大斜視図。
【図１３】内視鏡を洗滌消毒槽の槽本体の底面に固定されたフックに係止させた状態を示
す図。
【符号の説明】
【０１２１】
 １…内視鏡洗滌消毒装置
 ２ｓ…内視鏡収容口
 ４…洗滌消毒槽
 ５０…槽本体
 ５０ｔ…槽本体の底面
 ６１ｎ…保持部材収容口
 ６２ｉｓ…先端部位
 ６２ｉｓｈ…平行に折り曲げられた部位
 ６２ｍ…保持部材収容口
 ６２ｐ…保持部材収容口
 ６５…可動部材
 ６６…蓋体
 ８０…指標
 ８８…フック
 ８８ｃ…係止部
 ９０…設定水位
 １００…内視鏡
 １１０…内視鏡
 １０１ｇ…操作部の外表面
 １１１ｇ…操作部の外表面
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